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来
年
に
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
る
第
４
回
藤
翔
祭

（
文
化
祭
）
へ
と
つ
な
ぐ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
第
４

回
文
化
活
動
発
表
会
」
が

10
月
20
日
（
火
）
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。（
保
護
者

の
参
観
は
90
人
以
上)

　

前
日
に
２
年
生
全
員
で

１
ヶ
月
以
上
か
か
っ
て
制

作
し
た
「
モ
ザ
イ
ク
壁

画
」
や
ス
テ
ー
ジ
上
の
看

板
、
軽
音
楽
部
の
ス
テ
ー

ジ
等
が
体
育
館
に
設
置
さ

れ
、
い
よ
い
よ
準
備
が
整

い
ま
し
た
。発
表
会
当
日
、

「
開
会
式
」
に
続
き
「
文

化
部
・
ク
ラ
ス
発
表
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。ま
ず
は
、

音
楽
部
（
部
長　

萩
原
瑞

穂
さ
ん
）
に
よ
る
合
唱
、

吹
奏
楽
部
（
部
長　

中
澤

麻
里
菜
さ
ん
）
に
よ
る
演

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
放
送
部
（
部
長　

久

保
田
百
香
さ
ん
）
に
よ
る

N
コ
ン
出
展
作
品
等
の
紹

介
、
書
道
部
（
部
長　

相

川
彩
乃
さ
ん
）
に
よ
る
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

自
由
参
加
時
間
に
発
表
を

予
定
し
て
い
る
ク
ラ
ス
が

紹
介
を
兼
ね
て
発
表
し
ま

し
た
。

第４回文化活動発表会　開催

　

自
由
参
加
企
画
は
各
イ
ベ
ン
ト
会
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
第
一
体
育
館
で
は
軽
音

楽
部
（
部
長　

四
方
田
早
紀
さ
ん
）
の
演

奏
や
有
志
参
加
者
に
よ
る
ダ
ン
ス
が
、
音

楽
室
で
は
３
年
３
組
に
よ
る
合
唱
や
吹
奏

楽
部
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、
多
目
的
室

で
は
２
年
４
組
に
よ
る
ジ
ャ
ン
ボ
紙
芝
居

が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
ジ
ャ
ン
ボ
紙
芝
居

は
２
年
前
に
３
年
４
組
が
作
成
し
た
「
は

だ
し
の
ゲ
ン
」
の
紙
芝
居
を
使
い
、
先
輩

た
ち
の
意
思
を
引
き
継
ぐ
形
で
の
発
表
と

な
り
ま
し
た
。）
３
階
の
各
セ
ミ
ナ
ー
室

で
は
、
イ
ラ
ス
ト
部
、
文
芸
部
、
書
道
部
、

科
学
部
の
展
示
が
行
わ
れ
、
ラ
ウ
ン
ジ
で

は
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
音
楽
部
に
よ
る
演

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
玄
関
前
で
は
茶
道

部
に
よ
る
お
点
前
や
、
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
、
２
年
音
楽
選
択
者
に
よ
る
和
楽
器

合
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
会
場
に
は
生

徒
や
保
護
者
が
た
く
さ
ん
つ
め
か
け
、
玄

関
前
の
シ
ン
デ
レ
ラ
城（
１
年
４
組
作
成
）

や
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
仮
装
（
１
年
１
組
）

も
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
は
、
再
び
第
一
体
育
館
で
行

わ
れ
、
ク
ラ
ス
発
表
や
和
太
鼓
部
（
部
長

　

上
原
朋
美
さ
ん
）
演
奏
、
軽
音
楽
部
３

年
生
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ク

ラ
ス
発
表
で
エ
ー
ル
と
合
唱
を
披
露
し
た

３
年
１
組
、
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
３
年
２

組
は
少
な
い
練
習
時
間
に
も
関
わ
ら
ず
息

の
合
っ
た
発
表
を
披
露
し
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
に

は
学
校
評
議
員
の
見
学
も
行
わ
れ
、
大
盛

況
の
中
、
第
４
回
文
化
活
動
発
表
会
は
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

モザイク壁画（２学年制作）吹奏楽部による演奏和太鼓部による演奏

大盛況だった３―３の合唱 書道パフォーマンスによる作品 先生方も参加した３―２のダンス



  
高
校
生
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー  

実
施

  

９
月
25
日
（
金
）
５
・
６
校
時
、
教
室

や
多
目
的
室
等
で
職
業
選
択
の
能
力
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
藤
岡
市
高
校

生
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー（
主
催
は
藤
岡
市
、

神
流
町
、
藤
岡
公
共
職
業
安
定
所
、
藤
岡

労
働
基
準
協
会
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
に
は
本
校
１
年
生
が
参
加
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
職
業
人
10
名
を
講
師

に
迎
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
は
選
択

し
た
３
人
の
職
業
人
の
方
か
ら
、
今
ま
で

働
い
て
き
た
体
験
に
基
づ
く
、
社
会
人
と

し
て
働
く
こ
と
の
意
義
、
楽
し
さ
、
苦
し

さ
、
達
成
感
等
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

(

株
）レ
ス
ト
ラ
ン　

ス
ワ
ン
で
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
し
て
い
る
須
田
氏
の
説
明
を
聞

い
た
福
士
大
成
く
ん
（
１
年
２
組　

高
崎

榛
名
中
出
身
）
は
「
サ
ー
ビ
ス
業
は
お
客

様
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
る
こ
と
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
大
変

な
こ
と
は
多
く
て
も
、
や
り
が
い
が
あ
る

仕
事
だ
と
思
う
の
で
興
味
を
持
ち
ま
し

た
」
と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
魅
力
や
大
変
さ
な
ど

を
知
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
進
路
実
現
に
向
け
参
考
に
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

10
月
14
日
（
水
）
６
・
７
校
時
に
、
全

校
生
徒
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、
学
校
周
辺
の
清

掃
、
群
馬
藤
岡
駅
舎
、
北
藤
岡
駅
舎
を
清

掃
す
る
こ
と
で
勤
労
奉
仕
の
精
神
を
育
む

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

  

ま
ず
、
校
庭
で
出
発
式
が
行
わ
れ
環
境

委
員
長
山
田
美
嘉
さ
ん
（
３
年
３
組　

倉

賀
野
中
出
身
）
の
あ
い
さ
つ
後
、
各
場
所

に
移
動
し
約
１
時
間
に
わ
た
り
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
小
野
中
と
合
同

で
実
施
さ
れ
た
た
め
、
３
年
６
組
は
小
野

中
で
の
出
発
式
に
参
加
し
、
中
学
生
と
一

緒
に
ゴ
ミ
拾
い
等
を
行
い
ま
し
た
。
秋

晴
れ
の
な
か
、
生
徒
は
一
生
懸
命
作
業

し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
ゴ
ミ
袋
が
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。
藤
岡
駅
の
清
掃
活
動

を
行
っ
た
３
年
２
組
の
井
坪　

洸
太
く
ん

（
鬼
石
中
出
身
）
は
、「
高
校
生
活
最
後
の

ク
リ
ー
ン
作
戦
で
、
お
世
話
に
な
っ
た
藤

岡
駅
周
辺
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。
今
後
も
意
識
し
て
、

ご
み
を
拾
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

藤岡特別支援学校の
 運動会でボランティア

　

10
月
10
日
（
土
）
県
立

藤
岡
特
別
支
援
学
校
の
第

１
回
運
動
会
が
行
わ
れ
、

本
校
生
21
名
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
参
加
し
、
運
営

を
手
伝
い
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
は
受
付
、
ア
ナ
ウ
ン

ス
、
ビ
デ
オ
撮
影
、
競
技

準
備
、
駐
車
場
等
の
手
伝

い
を
し
ま
し
た
。
ビ
デ
オ

撮
影
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

経
験
し
た
イ
ン
タ
ー
ア
ク

ト
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
松

岡　

環
さ
ん
（
１
年
６
組

　

10
月
１
日
（
木
）
６
校
時
、

第
一
体
育
館
で
、
第
12
期
生
徒

会
本
部
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
選
挙
は
会
長
・
副
会
長
・

書
記
・
会
計
の
定
数
８
名
に
対

し
、
立
候
補
者
が
８
名
だ
っ
た

た
め
、
信
任
投
票
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

立
合
演
説
会
は
、
立
候
補
者
の

責
任
者
に
よ
る
応
援
演
説
の
あ

と
、
立
候
補
者
に
よ
る
決
意
表

明
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
開
票

の
結
果
、
以
下
の
役
員
が
信
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
12
期
生
徒
会
の
任
期
は
、

　

東
中
出
身
）
は
「
最
初
は
緊
張
し
て
し

ま
い
、
競
技
を
見
る
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
少
し
ず
つ
仕
事
に
慣
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
撮
影
を
し
な
が
ら
一

生
懸
命
競
技
に
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
の

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
感
動
し
ま

し
た
。」
と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

９
月
19
日
（
土
）
～

20
日
（
日
）、
群
馬
県
高

等
学
校
新
人
陸
上
競
技

大
会
が
行
わ
れ
、
男
子

５
０
０
０
ｍ
で
高
橋
光
晃

く
ん
（
２
年
３
組　

鬼
石

中
出
身
）
が
第
２
位
、
女

子
走
り
高
跳
び
で
人
見
日

花
莉
さ
ん
（
１
年
４
組　

玉
村
南
中
出
身
）
が
第
５

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
２

人
は
、
10
月
24
日
（
土
）

～
25
日
（
日
）
に
正
田
醤

油
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ

る
関
東
高
等
学
校
選
抜
新

人
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

へ
出
場
し
ま
し
た
。
高
橋

君
は
５
０
０
０
ｍ
で
第
７

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

第
２
回
ク
リ
ー
ン
作
戦
実
施

  第１２期生徒会本部役員紹介
平
成
27
年
10
月
２
日
か
ら
平
成
28
年
９
月

30
日
ま
で
の
一
年
間
で
す
。

 【
会
長
】

　

浅
野　

開　

(

２
年
４
組　

東
中
）

【
副
会
長
】

　

宮
前　

諒
太(

２
年
４
組 

鬼
石
中
）

　

竹
内　

美
紅(

２
年
６
組  

西
中)                 

【
書
記
】

　

萩
原　

瑞
穂(

２
年
６
組  

東
中)                 

　

安
保　

詩
希(

１
年
４
組　

寺
尾
中)

　

篠
崎　

有
紀(

１
年
４
組　

入
野
中) 

【
会
計
】

　

狩
野　

莉
英(

２
年
６
組   

東
中)

　

相
見　

和
花(

１
年
５
組   

東
中)

  陸上競技部２名　
    関東新人選手権大会出場

　　　説明する講師の方

藤岡駅をきれいにする生徒たち

出発式の様子


